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゜ホ’－うヨ　ンにっいて騨拓i ff＼みr- .

　方峨　a､廼製マ･レヤン氏人体測定器と用い，榔刄'i.3り名･こっ･,ヽ７ z}湧S の計刺i

行n 。 T'.。
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　　　C－22 輝人服泰^設針りしりり^技^り元見　－ロ- ラー示敷/心^ 休包氷釈一

　　　　　　責痢乗降女短丸裸巻繊枝都主知]短尺　ｏ原司をJ-

　目妁私共はいくつヵヽり層用実験を通しち体型利に衣服原,哩りむ子するこk. がノゾ

卑ズヽある2.とを経験ヽI tいる。争回判木望剔泰歿り作図璃設定£意図しX，詳細心,身

体鱈側を行ない, 2 ･ 3 り考寮を拭ふre りf報告矛る。

　方法　膏料Ii./り，/I X り女子/oo 奉，計剛壊目ば賀項ITヽある吟今回はそりう多

り同叩原望付好ト卵系の濯心夕負目フリi．まず噴料りローラー示数を永り胸鳶

・頚付抜困・腕付根肥･ 紫肩痛心;ど公項目とロ-ラー示敢との相廊を求ぢ）だ.次に相

㈲係軟刀り.十ぺ上の項a £と')ろIf ローラー示数りぞ均墟り京導偏葦/こよフ町こ

れb t.ヽフ̂のアルーフ'（又－D.ぶ5'ベ下; え土∂｡ぶら元ナO.S ^ 以上) (こ分頚I ;
一元配恥わこよる分軟分稗び予a. フt-i..

　粘果（/) ローラー示致と各項回り刺関･ら同径・嘔任項-a ≪ ほと£と''n順目ズヤ

゛0｡S 以上々られ/;:鴫長径項目。うら青丈り1嚇戸後丈･ 莉ナ･口丈とり陶･りち相肉

はほとんど々られない。

　w）与散奈杵をし^=^告果，厠径・幅径項回r- /らほと心と｀･り項目r･･３ つりy”ループ’

り郎り／が水悍で･有えな慕t>＼'みとあらち義径項目rべ，「が;P. - a.P.」.「碩柾尚

一乳単糸」･ り宛付根り原亀a 駒乳頭植よ')上却り植.にグ゛ルーフ' I-よる羞異お明確
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響幅・腕付根幅ノリ･･ぶ前後丿ト頚心哺桟発匹約お即寄与軸ヽY ;^ i:<*）り


